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ロボット開発

2020年東京オリンピック・パラリンピックを契機に中小企業のロボッ
ト開発を加速させるため、テレコムセンター内に各種試作設備を備えた
開発拠点を新設します。

金属粉末AM（3Dプリンター）

海外展開支援

〒135-0064　東京都江東区青海2-4-10 TEL：03-5530-2111（代表）

電車でお越しの方 

無料送迎バス時刻表

都産技研本部では、「東京テレポート駅」から「本部」まで、無料の送迎バスを用意しております。

●月曜日～金曜日運行（祝祭日・年末年始を除く）
●駅から本部までの送迎バスの所要時間は約3分です。
●バスの時刻や乗り場は変更となる場合があります。

●改札を出て右手に進み、出口B方面エスカレーター
　を上がりください。
●ロータリーの出口B付近 ●付近に停車いたします。

●
                                         

の表示があるバスに

　お乗りください。
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　東京都立産業技術研究センター（都産技研）がこれまでに実施した試験・研究等の成果や支援事例、連携機関等

が保有する技術シーズや最新技術動向などを発表する、平成27年度 都産技研 研究成果発表会を開催します。

今回の研究成果発表会では、今年度の注力分野である「ロボット開発支援」や「金属粉末AM（3Dプリンター）」、

「中小企業の海外展開支援」などを切り口に、特別講演やパネルディスカッションを予定しています。

アクセス

お問い合わせ先

お申し込み方法

 「平成27年度 都産技研 研究成果発表会」運営事務局

〒103-8548　東京都中央区日本橋小網町14-1
sangiken@media.nikkan.co.jp
http://www.tosangiken-seika.jp

【主なプログラム】
●最新ロボットの実演・展示
●特別講演、パネルディスカッション
●ロボット開発セクター開発拠点見学会

樹脂の造形装置ではできなかった強度のある部品などを製作できる金
属粉末AM（3Dプリンター）を本部に導入し、3Dデジタルものづくり支
援を強化しています。

【主なプログラム】
●特別講演
●企業による金属粉末AM活用事例紹介
●金属粉末AM（3Dプリンター）見学会

ASEAN地域に展開する日系中小企業への技術支援を強化するため、
都産技研初の海外拠点であるバンコク支所を4月に開設しました。

【主なプログラム】
●特別講演
●トークセッション（バンコク支所から中継）

※AM：Additive Manufacturing
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本 部
フジテレビ
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ゆりかもめ「テレコムセン
ター」駅前
「テレコムセンター」駅まで 新橋
駅から18分、豊洲駅から12分 

りんかい線「東京テレポー
ト」駅下車 無料送迎バス3
分（徒歩15分）
「東京テレポート」駅まで 新宿駅
から23分、池袋駅から28分

TEL 03-5644-7499　 FAX 03-5644-7397

特別プログラムへの参加をご希望の方は、ホームページまたは FAX
にてお申し込みください。後日、事務局より聴講券を送付いたします。

※当日までに定員に達していない場合のみ、お申し込みのない方もご参加いただけます。
※4～5ページ掲載の研究成果発表については、事前のお申し込みは必要ありません。

●ホームページ
　http://www.tosangiken-seika.jp/
●FAX：03-5644-7499　
FAXの場合は、7ページの申込書をご利用ください。
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特別プログラム

6月24日（水） 6月25日（木）

13:10～14：10　（会場：講堂）

ロボット開発

東京大学 名誉教授／
フューチャーセンター推進機構ロボット化コンソーシアム

佐藤 知正 氏

特別講演
『コミュニティつくりから始める
ロボットイノベーション  
～社会実装アプローチ～』

14:20～15：50　（会場：講堂）

パネルディスカッション
『ロボットを用いたサービスイノベーション』

ロボット新戦略の発表以降、さまざまなサービスの現場でロ
ボットの利用が注目されています。本セッションでは、これに
挑んできた専門家をお招きし、そのサービス実装を果たすため
の考え方を紹介いただくとともに、ロボットによるサービスイ
ノベーションへと発展させるための方法論を議論します。

13:10～14：10　（会場：531会議室）

金属粉末AM（3Dプリンター）

イブニングカフェ（軽食付き・無料）

東京農工大学大学院工学研究院 
先端機械システム部門 教授

笹原 弘之 氏

特別講演
『金属3Dプリンター開発の先へ　
～高速・低コスト化の現状と課題～』

14:20～15：05　（会場：531会議室）

金属技研株式会社 技術本部 テクニカルセンター 次長
山本 泰弘 氏

金属粉末AM活用事例紹介
『金属技研株式会社の金属積層
造形の取り組み』

15:05～15：25　（会場：531会議室）

17：00～18：00　（会場：テレコムセンタービル21階）

都産技研 機械技術グループ　副主任研究員

AM（3Dプリンター）ラボ
紹介

『都産技研の3Dデジタル
ものづくり支援』

10:00～10：50　（会場：講堂）

東レ株式会社 ACM技術部 部長
小田切 信之 氏

基調講演

『炭素繊維における東レ株式会社の
航空機器産業への参入、
これからの展望』

6月26日（金）

10:00～10：50　（会場：講堂）

株式会社海外需要開拓支援機構 代表取締役社長
太田 伸之 氏

『日本をブランディングする 
～性能と価格とは別の価値を考える～』

13:20～14：05　（会場：講堂）

海外展開支援

一般社団法人日本金型工業会 学術顧問
横田 悦二郎 氏

特別講演
『モノづくり企業の海外進出の在り方　
～金型を通じて見えてくるもの～』

14:20～15：20　（会場：講堂）

株式会社ジャパンユニックス テクニカルトレーナー
若林 敏夫 氏

トークセッション 『ものづくり企業へのASEAN地域における技術支援』

都産技研 バンコク支所長
西野 義典

一般社団法人日本金型工業会  学術顧問
横田 悦二郎 氏

株式会社FNAジャパン 代表取締役社長
井上 直樹 氏

13:20～14：05　（会場：531会議室）

先端ものづくり

株式会社コイワイ ＡＭ事業部 課長
永田 佳彦 氏

特別講演
『3Dプリンタによる積層工法を
用いた新しいモノづくり』

日刊工業新聞社 事業出版部 副部長/
ロボナブル管理人　

今堀 崇弘 氏
モデレーター

株式会社国際電気通信基礎技術研究所　
社会メディア総合研究所 ネットワークロボット研究室 室長

宮下 敬宏 氏
パネリスト

株式会社ロボリューション 代表取締役
小西 康晴 氏
パネリスト
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大阪工業大学工学部 ロボット工学科 教授
兼 アルボット株式会社 代表取締役

本田 幸夫 氏
パネリスト

都産技研 ロボット開発セクター長
坂下 和広
パネリスト

金型や切削が必要な従来の金属加工と比較して、制作期間の短
縮や材料ロスの削減につなげられる金属粉末AM（3Dプリン
ター）。この実務に取り組む企業の事例や、都産技研の3Dデジ
タルものづくり支援を紹介します。

都産技研の研究員とご歓談い
ただくイブニングカフェを開
催します。お飲物や軽食をご
用意していますので、ぜひご
参加ください。

素形材メーカーで海外実務などを担当した経験を踏まえた海外
展開の勘所を解説、また都産技研が４月にタイに開設したバン
コク支所との中継を交えて、ASEAN 地域における技術支援を
テーマにトークセッションを行います。

３次元データを砂型よりダイレクトに成型。複雑形状も一体成
型で高速・高精度・低コストを実現できる積層工法を活用し、
医工連携産業へ参入した経緯など、新しいモノづくりについて
解説いただきます。

13:20～14：05　（会場：531会議室）

東京オリンピック・パラリンピックに向けたクールジャパン

株式会社オビツ製作所 代表取締役
尾櫃 充代 氏

特別講演
『現状に甘んじないモノづくり』

誰もが一度は目にしたことがあるキューピー人形や漫画・アニメ
キャラクターのフィギュア、ソフビ人形を製造して約 50 年。特
許取得した人形素体やオビツボディ、玩具以外の商品として製作
した等身大救助訓練用人形等の商品は、東京都葛飾区の地場産業
であるスラッシュ成型を活用しています。国産にこだわるモノづ
くりの姿勢は海外でも認められ、外国からの製作依頼をはじめ、
米国・アジアの展示会にも招待されています。「MADE IN 
JAPAN にこだわるモノづくり」を世界に向けて発信していただ
きます。

鉄、チタン、軽金属を圧倒する軽量性を持ち、かつ強度が高く、
ロケット、航空機、自動車やゴルフシャフトなどさまざまな
用途に使われる炭素繊維。競合他社がこの素材の開発をあき
らめる中、粘り強く開発を続け、航空機器産業へ参入に至っ
た経緯、今後の展望についてお話しいただきます。

基調講演

日本全国の魅力ある商品・サービスの海外需要開拓を支援する
官民ファンド「クールジャパン機構」。中長期的な投資と手厚
いハンズオン支援を行っています。講演では海外ビジネスで簡
単に値引きしない「おまけしないニッポン」を貫くビジネスモ
デルなどについてお話しいただきます。

※各講演者のプロフィールはホームページをご覧ください。

バンコク支所より中継

藤巻 研吾

ロボットの実演・展示
6月24日（水）・25日（木）・26日（金）

1階エントランスにおいて、
都産技研や連携機関が開発
したロボットを実演・展示
します。

※その他のプログラムは4ページをご覧ください。

※その他のプログラムは5ページをご覧ください。
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6月25日（木曜日）
 講堂 基調講演  
10：00～10：50 炭素繊維における東レ株式会社の航空機器産業への参入、これからの展望 東レ株式会社 ACM技術部 部長 小田切 信之 氏
  海外展開支援  
13：20～14：05 【特別講演】モノづくり企業の海外進出の在り方　～金型を通じて見えてくるもの～ 一般社団法人日本金型工業会 学術顧問 横田 悦二郎 氏
14：20～15：20 【トークセッション】ものづくり企業へのASEAN地域における技術支援  
 会議室531 情報技術 座長：多摩テクノプラザ所長 澤近 洋史
11：10～11：25 スポーツ用義足の研究開発とアスリート支援 国立研究開発法人産業技術総合研究所 保原 浩明
11：25～11：40 サービス接点におけるビッグデータ活用技術 国立研究開発法人産業技術総合研究所 櫻井 瑛一
11：40～11：55 情報ハイディング技術を応用した防災通報システムの開発 独立行政法人国立高等専門学校機構 東京工業高等専門学校 小嶋 徹也
11：55～12：10 東京理科大学のソフトウェア／アルゴリズムベース・テクノロジーのご紹介 東京理科大学 鵜澤 真治
  先端ものづくり 座長：城南支所長 上本 道久
13：20～14：05 【特別講演】3Dプリンタによる積層工法を用いた新しいモノづくり 株式会社コイワイ ＡＭ事業部 課長 永田 佳彦 氏
14：20～14：35 先端計測加工ラボでの海外展開支援 城南支所 上本 道久
14：35～14：50 航空機・高所環境をシミュレートする減圧恒温槽 実証試験セクター 三上 和正
14：50～15：05 医療用穿刺針の高品質化に関する研究 埼玉県産業技術総合センター 落合 一裕
15：05～15：20 電子線描画装置を用いたナノインプリント金型の検討 神奈川県産業技術センター 安井 学
 研修室241 環境・省エネルギー 座長：環境技術グループ長 飯田 孝彦
11：00～11：10 環境・省エネルギー分野への取り組み 環境技術グループ 飯田 孝彦
11：10～11：25 バナナ繊維を用いた金属イオン捕集材の開発 城南支所 梶山 哲人
11：25～11：40 ガラスカレット工場から排出されるガラス含有汚泥の減量・処理技術の開発 環境技術グループ 田中 真美
11：40～11：55 音響粒子速度・音圧センサ（PUプローブ）による音響インテンシティの測定 光音技術グループ 西沢 啓子
11：55～12：10 シリカマトリックス（鋳型）内で安定な六価のクロム酸化物量子ドットの挙動と新規触媒への応用 材料技術グループ 染川 正一
12：10～12：25 絞り加工用潤滑油の環境負荷低減化技術の開発 機械技術グループ 中村 健太
  情報技術/エレクトロニクス 座長：情報技術グループ長 入月 康晴
13：10～13：20 情報技術/エレクトロニクス分野への取り組み 情報技術グループ長 入月 康晴
13：20～13：35 テラヘルツ連続波を用いた材料の電気特性評価 電子半導体技術グループ 時田 幸一
13：35～13：50 不完全な評価セットに対する検索システムの性能評価指標の開発 生活技術開発セクター 大平 倫宏
13：50～14：05 自己強制空冷システムの放熱促進を目的としたヒートシンクの開発 情報技術グループ 富山 真一
  情報技術 座長：情報技術グループ長 入月 康晴
14：20～14：35 レイヤ構造無線センサネットワークの効率的な伝送制御手法 情報技術グループ 中川 善継
14：35～14：50 カルマンフィルタとその改良 －オンライン異常値検出・除去への対応－ 情報技術グループ 金田 泰昌
14：50～15：05 気球型インタフェース（Aerotop Interface） 産業技術大学院大学 飛田 博章
15：05～15：20 ConfVisor：コンベンションプランナー業務管理システム 産業技術大学院大学 松尾 徳朗
 研修室242 EMC・半導体 座長：電子半導体技術グループ長 小林 丈士
11：00～11：10 EMC・半導体分野の取り組み 電子半導体技術グループ 小林 丈士
11：10～11：25 90 GHz帯アプリケーション用要素回路の開発１ 電子半導体技術グループ 藤原 康平
11：25～11：40 マイクロヒータの開発 電子半導体技術グループ 山岡 英彦
11：40～11：55 狭ビームアンテナを用いたGHz帯測定手法の提案 電子・機械グループ 佐々木 秀勝
11：55～12：10 誘電率測定の不確かさ評価 国立研究開発法人産業技術総合研究所 加藤 悠人
  EMC・半導体 座長：電子・機械グループ上席研究員 上野 武司
13：20～13：35 製品内部における伝導妨害波の伝搬モード変換モデルの検証 電子・機械グループ 大橋 弘幸
13：35～13：50 2chベクトルシグナルアナライザを用いたEMI電磁波の位相測定 国立研究開発法人産業技術総合研究所 飴谷 充隆
  エレクトロニクス 座長：電子・機械グループ上席研究員 上野 武司
14：20～14：35 プログラマブルSoCによる液面センサの開発 株式会社ティ・エフ・ディ 村井 弘道
14：35～14：50 デスクトップ温調機[PELNUS]　高機能モデルの開発 キーナスデザイン株式会社 野村 健司
14：50～15：05 低ひずみ出力を実現できる単相7レベル変換器の検討 独立行政法人国立高等専門学校機構 東京工業高等専門学校 綾野 秀樹
15：05～15：20 狭間隔部品実装技術を用いた部品内蔵基盤の開発 国立研究開発法人産業技術総合研究所 菊地 克弥
 研修室243 品質強化 座長：実証試験セクター長 大久保 一宏
11：10～11：25 都産技研におけるJNLA登録試験（鉄鋼・非鉄金属分野：金属材料引張試験） 実証試験セクター 櫻庭 健一郎
11：25～11：40 JCSS直流抵抗器校正における品質の維持・管理への取り組み 実証試験セクター 倉持 幸佑
11：40～11：55 直流電圧校正の不確かさ評価 技術経営支援室 水野 裕正
11：55～12：10 世界に通用するトレーサビリティの確立した精密校正システムの開発 MTAジャパン株式会社 沼知 朋之
13：20～13：35 高放射材の分光放射率角度依存性評価 光音技術グループ 中島 敏晴
13：35～13：50 熱拡散率測定の信頼性及び黒化処理の影響 実証試験セクター 沼尻 治彦
13：50～14：05 濾材誘電形エアフィルタ（CMEA）の開発 株式会社MITOMI 吉長 和男
  環境・省エネルギー 座長：高度分析開発セクター長 上野 博志
14：20～14：35 古紙からのバイオエタノール生産 神奈川県産業技術センター 廣川 隆彦
14：35～14：50 水素エネルギー材料の表面高機能化処理 電気通信大学 田村 元紀
14：50～15：05 超臨界法によるバイオディーゼル燃料の実用化開発 創イノベーション株式会社 高橋 収
15：05～15：20 室内照明で機能する光触媒の研究 千葉県産業支援技術研究所 吉田 浩之
15：20～15：35 再生ポリプロピレン材料の耐候性評価 一般財団法人化学研究評価機構 高分子試験・評価センター 佐藤 圭祐
 研修室244 ものづくり基盤技術 座長：開発第一部長 三尾 淳
11：00～11：10 ものづくり基盤技術分野の取り組み 開発第一部 三尾 淳
11：10～11：25 ほうろうの不具合の評価方法について 環境技術グループ 吉野 徹
11：25～11：40 ポリマーナノコンポジット作製への取り組み 材料技術グループ 安田 健
11：40～11：55 e-テキスタイルの燃料電池部材への応用 表面技術グループ 峯 英一
11：55～12：10 大電流パルススパッタ膜の成膜技術の開発 表面技術グループ 寺西 義一
13：20～13：35 全固体電池用マイクロ構造化セラミックスの製造技術開発 機械技術グループ 藤巻 研吾
13：35～13：50 金属間化合物の寸法制御によるマグネシウム焼結合金の高強度・高延性化 機械技術グループ 岩岡 拓
13：50～14：05 元素添加による異材摩擦攪拌接合界面での金属間化合物層厚さの抑制 機械技術グループ 青沼 昌幸
  ものづくり基盤技術 座長：電子・機械グループ長 阿保 友二郎
14：20～14：35 近赤外分光法を用いた光学活性医薬品の識別 材料技術グループ 藤巻 康人
14：35～14：50 高剛性サンドイッチコアの開発 電子・機械グループ 髙橋 俊也
14：50～15：05 耐熱CFRP製サンドイッチパネルの特性評価 明星大学 小山 昌志
15：05～15：20 ポリカーボネートをマトリックス樹脂とした炭素繊維強化複合材料の力学特性向上 埼玉県産業技術総合センター 小熊 広之
 デザイン支援室 ロボット/メカトロニクス 座長：ロボット企画グループ長 竹内 由美子
11：10～11：25 都産技研のロボット開発事業の紹介 ロボット開発セクター 坂下 和広
11：25～11：40 小型移動検査ロボットDIR-3（インフラ点検など狭隘部を検査する技術） 国立研究開発法人産業技術総合研究所 神村 明哉
11：40～12：10 人の水上活動を支援するロボティックビークルの研究開発 首都大学東京 武居 直行
  ロボット/メカトロニクス 座長：ロボット開発セクター長 坂下 和広
13：20～13：35 接地点の切換えを考慮したヘビ型ロボットの多様な運動制御 電気通信大学 田中 基康
13：35～14：05 RTMを活用した課題解決型ロボティクスの提案 芝浦工業大学 松日楽 信人
14：20～14：50 千葉工業大学未来ロボット技術研究センターのロボット開発 千葉工業大学 平井 成興
14：50～15：05 産学公金連携による「おもてなしロボット」の開発 ヤマグチロボット研究所 山口 仁一

平成27年度 研究成果発表会 プログラム ※特別プログラム以外の研究成果発表については、事前のお申し込みは
　必要ありません。

 講堂 基調講演  
10：00～10：50 日本をブランディングする ～性能と価格とは別の価値を考える～ 株式会社海外需要開拓支援機構　代表取締役社長 太田 伸之 氏
 会議室531 東京オリンピック・パラリンピックに向けたクールジャパン 座長：墨田支所長 大泉 幸乃
13：20～14：05 【特別講演】現状に甘んじないモノづくり 株式会社オビツ製作所 代表取締役 尾櫃 充代 氏
14：20～14：35 生活技術開発セクターの活用状況 生活技術開発セクター 大泉 幸乃
14：35～14：50 長野県工業技術総合センターにおける人間生活関連技術支援事例の紹介 長野県工業技術総合センター 北野 哲彦
14：50～15：05 岐阜県における木工産業への技術支援 岐阜県生活技術研究所 長谷川 良一
15：05～15：20 子供の学習姿勢に関する研究を基に開発した製品の事例紹介 福岡県工業技術センター 友延 憲幸
15：20～15：35 富山県生活工学研究所におけるスポーツ分野の取り組み 富山県工業技術センター 浦上 晃
 研修室241 バイオ応用 座長：バイオ応用技術グループ長 櫻井 昇
11：00～11：10 バイオ応用分野への取り組み バイオ応用技術グループ 櫻井 昇
11：10～11：25 ESR・放射線照射法によるスーパーオキシドアニオン及びOHラジカル消去能の評価 バイオ応用技術グループ 中川 清子
11：25～11：40 ゲル状配向コラーゲン線維束の開発 －人工腱マトリクス創成に向けた基盤技術－ バイオ応用技術グループ 畑山 博哉
11：40～11：55 蛍光イムノクロマトリーダーの高感度化 株式会社ティ・エフ・ディ 村井 弘道
11：55～12：10 血中脂肪を測る高感度分光器 国立研究開発法人産業技術総合研究所 古川 祐光
13：20～13：35 酵素サイクリング法を用いたホルムアルデヒド高感度センサーの開発 バイオ応用技術グループ 瀧本 悠貴
13：35～13：50 市販の銀含有創傷被覆材の抗菌性と細胞毒性のin vitro評価 バイオ応用技術グループ 柚木 俊二
13：50～14：05 熱ルミネッセンス（TL）法による照射食品の検知  －ドロマイト（標準鉱物）を用いた校正照射の課題と標準化の試み－ バイオ応用技術グループ 関口 正之
 研修室242 ロボット/メカトロニクス 座長：光音技術グループ長 岩永 敏秀
11：10～11：40 おもてなしのコミュニティ・セントリック・システム構築のためのソーシャルロボティクスとソーシャルビッグデータ 首都大学東京 山口 亨
11：40～12：10 スマートフォン連動型ロボットパートナー 首都大学東京 久保田 直行
  ロボット/メカトロニクス 座長：ロボット開発セクター長 坂下 和広
13：10～13：20 メカトロニクス分野の取り組み ロボット開発セクター 坂下 和広
13：20～13：35 1㎜の変位量を有する静電アクチュエータの試作 城東支所 長谷川 孝
13：35～13：50 運搬ロボットの研究開発 ロボット開発セクター 益田 俊樹
13：50～14：05 USBを用いた機械制御システムのための低コストな安全技術 ロボット開発セクター 村上 真之
14：20～14：35 都産技研のロボット開発事業の紹介 ロボット開発セクター 坂下 和広
14：35～14：50 人位置・姿勢検出と音声対話によるユーザ対移動ロボット間インタラクション・システムの試作開発 ロボット開発セクター 佐々木 智典
14：50～15：05 移動作業型ロボットのリスクアセスメント ロボット開発セクター 森田 裕介
15：05～15：20 ロボットにおいてデザインが機能するもの VECTOR株式会社 小山 久枝
15：20～15：35 T型ロボットベース（TYPEⅢ）事業化のための量産設計 株式会社システムクラフト 前田 政昭
 研修室243 ナノテクノロジー 座長：材料技術グループ長 清水 研一
11：00～11：10 ナノテクノロジー分野の取り組み 材料技術グループ 清水 研一
11：10～11：25 新規細分化法によるナノ粒子の作製 高度分析開発セクター 川口 雅弘
11：25～11：40 種々のグラフェン粒子の水分散液の作成と粒度分布の評価に関する検討 材料技術グループ 柳 捷凡
11：40～11：55 第一原理計算による電子状態解析 電子半導体技術グループ 太田 優一
11：55～12：10 ワイドギャップ半導体窒化ホウ素における不純物添加効果 電子半導体技術グループ 太田 優一
13：20～13：35 ナノフォトニクスを応用した微量物質検知技術（技術紹介） 電子半導体技術グループ 加澤 エリト
13：35～13：50 水素含有DLC膜の表面性状制御による低摩擦化 城東支所 徳田 祐樹
13：50～14：05 粉末処理前後における13C-DLCの構造変化 高度分析開発セクター 川口 雅弘
  環境・省エネルギー 座長：繊維・化学グループ長 谷口 昌平
14：20～14：35 TiO2/WO3複合量子ドットにおける光触媒活性の向上 材料技術グループ 渡辺 洋人
14：35～14：50 促進耐候（光）性試験と発光計測による劣化評価 繊維・化学グループ 杉森 博和
14：50～15：05 汚染ガスと光による複合試験 繊維・化学グループ 岡田 明子
15：05～15：20 分光応答度測定装置の概要と活用例 光音技術グループ 中田 修
15：20～15：35 環境低負荷型めっき浴 繊維・化学グループ 水元 和成
15：35～15：50 微生物製剤の木材青変菌用防カビ剤への適用 環境技術グループ 飯田 孝彦
 研修室244 少子高齢・福祉/震災復興支援技術 座長：開発第二部長 木下 稔夫
11：10～11：40 原発事故からの農業と林業分野での復興支援  －汚染水処理への取り組み― 首都大学東京 吉田 博久
11：40～12：10 高齢者の自立した日常生活を支援する、立ち上がり・歩行システムの開発 首都大学東京 新田 收
  少子高齢・福祉/震災復興支援技術 座長：城東支所長 樋口 明久
13：10～13：20 少子高齢・福祉/震災復興支援技術分野の取り組み 城東支所 樋口 明久
13：20～13：35 電力変動からの操作機器推定アルゴリズム ロボット開発セクター 武田 有志
13：35～13：50 木材-ボルト接合における締付け時の座金めり込み降伏荷重の算定 城東支所 松原 独歩
13：50～14：05 間仕切壁の遮音性能向上手法 光音技術グループ 渡辺 茂幸
14：20～14：35 震災で発生した廃木材の塩素濃度簡易自動測定装置の開発 環境技術グループ 安藤 恵理
14：35～14：50 横編機を用いた無縫製かつらベースの開発 繊維・化学グループ 唐木 由佑
14：50～15：05 歩行型腰部柔らかダミーを用いた衣服圧測定方法の確立 生活技術開発セクター 菅谷 紘子
15：05～15：20 情報技術に基づく災害発生時対応支援用具の開発 生活技術開発セクター 加藤 貴司
15：20～15：35 林業作業における先進工具の活用 公益財団法人東京都農林水産振興財団 東京都農林総合研究センター 中村 健一
15：35～15：50 日本の独自規格のトレーラーハウスの開発 首都大学東京 土屋 真
 デザイン支援室 品質強化 座長：交流連携室長 山本 哲雄
11：10～11：25 高感度グロー放電質量分析（GD-MS）による軽金属材料中の極微量成分の迅速定量 城南支所 山田 健太郎
11：25～11：40 仮想三次元測定（VCMM）を用いた不確かさ算出の検討 城南支所 樋口 英一
11：40～11：55 マグネシウム材料中微量元素定量法に関するJIS及びISO標準化 城南支所 上本 道久
11：55～12：10 城南支所におけるX線CTへの取り組みについて 城南支所 竹澤 勉
  システムデザイン 座長：システムデザインセクター長 薬師寺 千尋
13：10～13：20 システムデザイン分野の取り組み システムデザインセクター 薬師寺 千尋
13：20～13：35 構造解析を利用したコンセプトデザイン システムデザインセクター 上野 明也
13：35～13：50 粉末焼結型AM技術におけるそりの補正と制御 システムデザインセクター 山内 友貴
13：50～14：05 塗装による光硬化性樹脂AM（3Dプリンタ）モデルへの意匠性付与 表面技術グループ 小野澤 明良
14：20～14：35 めっきによるナイロン樹脂AM（3Dプリンタ）モデルへの意匠性付与 表面技術グループ 竹村 昌太
14：35～14：50 動吸振器の3Dプリンタを用いた設計 電子・機械グループ 岩田 雄介
14：50～15：05 粉末焼結型AM装置による造形品の異方性緩和手法の提案 城東支所 木暮 尊志
15：05～15：20 生活技術開発セクターのカラーAdditive Manufacturing（AM）活用手法 生活技術開発セクター 島田 茂伸
15：20～15：35 溶融積層造形装置による技術支援と今後の可能性 城南支所 豊島 克久
15：35～15：50 東京オリンピック2020のスタッフ用モビリティのデザイン開発（おもてなしモビリティ in 東京オリンピック2020） 産業技術大学院大学 小山 登

6月26日（金曜日）

パネル展示
6月24日～26日の3日間ともに、研究成果をまとめたパネルや試作品等を東京イノベーションハブで展示します。

●6月24日（水）　15：00～17：00 ●6月25日（木）・26日（金）　15：35～16：30コアタイム
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平成27年度 研究成果発表会 参加申込書
氏名（ふりがな）

13：10～14：10

■参加を申し込まれるところにチェックしてください。

所属（社名・組織名等）

住所

〒

連絡先

E-mail
※都産技研メールニュースの

　配信を

TEL

FAX

FAXFAX 03-5644-7397

個人情報の取り扱い ご登録の情報は、東京都立産業技術研究センターおよび「平成27年度 都産技研 研究成果発表会」運営事務局（日刊工業新聞社）が適切に管理いたします。

□希望する

※技術情報紙『TIRI NEWS』の

　配送（無料）を □希望する

※都産技研が開催するイベント

　のご案内を □希望する

ウェブページ

からもお申し込みいただけます

624（水）プログラム

特別講演

14：20～15：50 パネルディスカッション

http://www.tosangiken-seika.jp

ロボット

13：20～14：05 特別講演

14：20～15：20 トークセッション

海外展開

10：00～10：50

625（木）プログラム
基調講演

17：00～18：00 イブニングカフェ

13：20～14：05 特別講演

東京オリンピック・パラリンピックに
向けたクールジャパン

10：00～10：50

※同一時間帯のプログラムは、それぞれ別会場で開催します。

626（金）プログラム
基調講演

13：10～14：10 特別講演 

14：20～15：05 金属AM活用事例紹介

15：05～15：25 ＡM（３Ｄプリンター）ラボ紹介

金属粉末AM（3Dプリンター）

13：20～14：05 特別講演

先端ものづくり

■ご希望のコース（お一人さま1コース）にチェック
　してください。
※各コースの詳細はウェブページをご覧ください。
※見学会のみのお申し込みはご遠慮ください。
※複数コースあるいは一部のみのお申し込みはお受けいたしかねます。
※各コースの定員は30名です（申し込み先着順）。

Aコース
重点分野
（金属粉末ＡＭ（3Dプリンター）、ＭＴＥＰ、
ロボット開発セクターなど）

6月24日（水）16：00～16：50

見学会

Bコース ロボット開発

Cコース AM（3Dプリンター）ラボ

Dコース EMC・半導体/エレクトロニクス/情報

Eコース 環境・省エネルギー

Fコース ものづくり基盤技術/品質強化

6月25日（木）16：30～17：00

Gコース ロボット開発

Hコース AM（3Dプリンター）ラボ

I コース システムデザイン

Jコース ナノテクノロジー

Kコース バイオ応用/震災復興

6月26日（金）16：30～17：00

6月24日（水）　16：00～16：50

重点分野Aコース

金属粉末AM／輸出製品技術支援センター（MTEP）／ロボット開発セクター　など

見学施設

ロボット開発Bコース

ロボット開発セクター

見学施設

AM（3Dプリンター）ラボCコース

造形室／金属粉末AM（3Dプリンター）

見学施設

EMC・半導体／エレクトロニクス／情報Dコース

電磁シールド室／情報通信技術実験室／信号処理技術実験室

見学施設

6月25日（木）　16：30～17：00

見学会 定員：各コース30名（申し込み先着順）

注目の金属粉末AM（3Dプリンター）やロボット開発セクターの開発拠点、海外展開支援を行う輸出製品技術支援
センターなど、今後、都産技研が重点的に取り組む分野に関連する設備をご紹介します。

サービスロボットを中心に研究開発
を進めるロボット開発セクターの
開発拠点をご紹介します。

電子製品に欠かせないEMC測定のための電波を遮る電波暗室(3m法)、日々高速化するUSB3.0等の電気的適合性
を評価する研究室、小型化する通信機器内冷却のための適切なファンや部品配置をシミュレーションする熱流解
析の研究室をご紹介します。

バイオ応用／震災復興Kコース

量子ビーム応用実験室／環境試験室／環境化学分析室

見学施設

製品を非破壊で検査できるX線CT装置のある量子ビーム応用実験室、航空機・高所環境もシミュレートできる減圧
恒温槽を備える環境試験室や東日本大震災で発生し大量の廃木材処理のために企業と共同開発した塩素濃度自動
測定装置などをご紹介します。

環境・省エネルギー

※Bコース（ロボット開発）と同じ内容です。 ※Cコース（AM（3Dプリンター）ラボ）と同じ内容です。

Eコース

第1塗装実験室／第2照明実験室／
結合残響室

見学施設

塗料使用量・VOC排出量の削減を実
現した塗装ロボットの研究室、LED
ランプの性能を評価する全光束を測
定する研究室、建築材料等の遮音性を
測る研究室をご紹介します。

ものづくり基盤技術/品質強化Fコース

幾何形状測定室／イオン成膜室／
第1金属材料加工室

見学施設

大型の加工品の寸法形状を測定できる
研究室、各種硬質薄膜の成膜装置がある
研究室、新幹線の車体組み立てでも使わ
れている技術である摩擦撹拌接合
（FSW）装置がある研究室など、ものづ
くりに関連する装置をご紹介します。

金属粉末とナイロン粉末を使用し
た積層造形装置（AM（3Dプリン
ター））をご覧いただきながら、都産
技研の3Dデジタルものづくり支援
をご紹介します。

ロボット開発Gコース AM（3Dプリンター）ラボHコース

6月26日（金）　16：30～17：00

システムデザインI コース

創作実験ギャラリー／
デザイン出力室／実践セミナー室

見学施設

ナノテクノロジーJコース

量子ビーム利用分析室／
イオン成膜室／表面改質評価室

見学施設

ものづくり上流支援の１つとして、グラ
フィック系デザインの制作などを行うことが
できるデザイン出力室や工作機械を使いモデ
ル製作を行える実践セミナー室などのシステ
ムデザインに関連した設備をご紹介します。

パソコンのハードディスク表面にも
使われているDLC（ダイヤモンドライ
クカーボン）の成膜装置、DLCの構造
解析に必要な装置など、DLCに関連し
た設備・測定装置をご紹介します。

さまざまな施設を見学いただきながら、都産技研の技術支援をご紹介します。

※見学会のみのお申し込みはご遠慮ください。
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